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ハイチ支援レポート 
 

私達の活動は 農業で今日のいのちを守り 

教育で明日のハイチを育てる支援です 

【巻頭言】

平素よりハイチの子ども達にご支援をいただき

まして、ありがとうございます。日々のハイチニュ

ースには悲惨な言葉が溢れています。そんな中、ど

んなに厳しい状況下においても、ボナビ地区の子ど

も達には学校を開き、給食を提供し続けている私達

の仲間ＫＦＰの皆には頭が下がる思いです。 

 国際移住機関ＩＯＭの報告(11 月 25 日)による

と、首都での新たなギャング暴力の勃発により、10

日間で 4 万 1000 人が自宅からの避難を余儀なくさ

れています。これはここ２年で最悪の状況。避難し

た人々は水、食料、衛生、医療へのアクセスが限ら

れているか、全くないという悲惨な状況に直面し、

生きる場所を求めて地方都市だけではなく国境を

超える場合もあります。徒歩で隣国ドミニカ共和国

へ、小さな船でジャマイカやアメリカ。しかし辿り

着いた先では無情にも強制送還されています。私達

がその当事者となった時、何をして自分の命を繋ぐ

でしょうか。ハイチの人々が強いられている状況は、

世界中のあらゆるリーダー達にも挑戦してもらい

たい課題です。(岡智子) 

【イベント案内】 

第３２回ワンワールドフェスティバルにハイチの会が出展します 

日時：2025 年２月８日(土) -９日(日) 10:00～  

会場：梅田スカイビル３階ステラホール 

活動紹介、コーヒー豆とグッズの販売をし

ます。ご協力いただけると嬉しいです。ご来

場をお待ちしております。 

ＪＩＣＡ関西 ロビー展 「ハイチ共和国はどんな国？」 

日時：2025 年１月７日(火)～１月 30 日(木)  ※12/28-1/5 は閉館 

場所：ＪＩＣＡ関西 1 階ロビー    

〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通 1-5-2 (Tel:078-261-0341) 

独立記念を祝う１月。ハイチの写真や民芸品を展示し当会の

活動の様子を紹介します。ぜひお立ち寄りください。 
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【ハイチの混迷】 

＊ギャングがハイチを支配しています 

長年に亘り歴代の大統領や政治家が国民の 8 割

が貧困に苦しんでいるにも拘らず汚職を続けてい

ました。腐敗した政府に対しての市民の不満が大き

くなり暴動が度々各地で起こり、それに乗じてギャ

ングが蔓延るようになりました。社会不安の中で、

2017 年にモイーズ大統領が就任したものの、国連

ハイチ安定化ミッションの撤退で混乱は拡大し、

2021 年 7 月モイーズ大統領が暗殺され、更に南西

部でＭ7.8 の地震で混乱は激しくなりました。ハイ

チ政府は国連に部隊派遣の要請をするも、世界はウ

クライナや中国との問題、自国内の政権の不安定が

理由で、世界からの応援が無く、ギャングは横暴化

するばかりでした。2024 年ギャングは、警察署や

刑務所を襲い、市民の家屋に放火、幼児や女性を殺

害、警察との銃撃戦、アメリカ機を銃撃と、際限な

く荒れ狂い、ついに首都ポルトプランスはギャング

が支配する街となりました。ギャングの目的は何な

のか、理由の有無ではありません。 

腐敗した政治のままで、終着点の見えない混迷の

ハイチ。逃げることも出来ず怯えながら過ごす人々。

私たちはただ見守るしか無いのでしょうか。ハイチ

の国旗には「L'Union fait la force 団結は力なり」

と書いてあります。（中野瑛子）

 

＊デルマ修道院がギャングに襲撃されました 

本郷幸子シスターがハイチで拠点とされていた

のは、エンシュの修道院と、ギャングに襲撃された

ポルトプランスのデルマ修道院です。私も支援地と

の往復にはデルマ修道院に宿泊させて頂いていま

した。ギャングに襲われたとの報を聞き愕然としま

した。院内のシスターや働いていた方々はご無事な

のかと心配しましたが、後日皆さま他のカテドラル

や修道院に分散して避難されたと伺いました。修道

院は日頃より防備は硬く、高い塀と重厚な門扉で外

部からの侵入を防ぎ、ライフル銃を持つガードマン

が警備し、夜は犬も放されていたにも拘らずの襲撃

と破壊です。ハイチはどうなるのか…。本郷シスタ

ーは「ハイチの人々はきっと解決策を見出します。

大丈夫です」と力強くおっしゃっています。 （中野瑛

子）

 

＊ハイチから脱出帰国されたシスターへのインタビューで伺った話 

2024 年 3 月にハイチから辛くもご帰国された

イエズス会日置シスターと泉シスターにお目に掛

かりお話をお伺いさせて頂きました。 

シスター方は首都に

近い町クワデブーケで

活動をされていました

が 2 月末よりギャング

による道路閉鎖、街の

破壊、囚人の開放など

で外出できない日々を過ごされました。日没後は

音や光を家から外に漏らさないように注意し、街

中は無音で真っ暗な夜が続いたそうです。シスタ

ー方は日頃より近所の人からの情報を頼りにお過

ごしでした。人々の生活に入り活動をされていた

シスター方だからこそ、治安が悪くなっていく様

に気付かれなかったご様子で、脱出の際もフラン

ス本部や在ハイチ日本大使館から急かされて危険

状況に気付かれたとのこと。どんなに危険になっ

ていても、ハイチの人々はみな日常生活を普段通

りに送っていたそうです。脱出も簡単ではなかっ

たようで、状況判断しながらチャンスを逃さない

ことが大切だとも教わりました。私も知るハイチ

のあの街にシスター方のお話を重ねながら、我々

外国人は最終的にはハイチを出ることができるけ

れど、ハイチの人々はそこに残るという事実を改

めて感じたことでした。 

シスター方は現地の人々に感謝し、ハイチの平

和を祈り続けていらっしゃいます。今回のシスタ

ー方への訪問に際しお世話になった方々にこの場

をお借りしてお礼を申し上げます。（岡智子） 

ショファイユの幼きイエズス修道会 

泉シスター(左)日置シスター(右) 
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【Pierre からの報告】 

（写真左から4番目が Pierre）

ＡＲＩでの研修を経てハイチへ帰国してから、早

１年が経とうとしています。私が学んだことをＫＦ

Ｐで活かしたいと考えていますが、全てを実現する

ためには資金が足りず、現在はできる範囲のことを

日々しています。家畜の

世話や農業もしています

が、一番力を入れている

活動は社会経済活動です。

人々がもしも今100グル

ド(113 円)を手に持って

いるとして、来週もその

100 グルド(113 円)が手

に残っていると思います

か。20 グループあるＫＦＰ家族を対象に、銀行に

代わるものを運営しています。貧しい人は銀行で通

帳が持てないの

で、通帳のような

ものを使って出入

金を記録。小さな

商売をしているメ

ンバーから毎週

200-500G(227-

568 円)を徴収し、

1,000G(1,137 円)の貸出をしており、利用者には

利益が出ているところです。ＫＦＰの皆が少しでも

よい生活ができるようにと動いています。 

＊ＫＦＰ家族の生活 

ハイチはまず食べることができません。そして、飲むものも

ありません。仕事もありません。服も買えません。ガソリンも

ありません。大変な状況です。例えば、日曜日に「さあ何か食

べよう」と思って家の中を見渡し、コーヒーを飲みます。1日

に口にするのはそれだけ。そしてみんなで会話するのです。

「そういえば、肉を最後に食べたのはいつだったっけ？」っ

と。いろいろ不足しているものはあるけれど、やはり一番は食

べ物です。物価も上がっています。日本では、ここ 10-15 年

間で物価が 3～4倍になった物がありますか？ハイチではここ

数年間で 50グルド(57 円)だったものが 150～200 グルド

(171～227 円)に上がっているのです。1食のために 500 グルド(568 円)は必要になっています。 

＊農業 

今年度は、サトウキビ、豆、バナナを収穫できました。サトウキ

ビはシロップに加工し、販売して換金したり、ＫＦＰ家族内で分配

しました。豆とバナナは少量で販売するほどもなかったので、ＫＦ

Ｐ家族で分配しました。キャベツやトマトなどを育てる年もありま

すが、今年は水が不足したことと、作業をする人員不足のためでき

ませんでした。教室にポスターを張り、子供たちは食品グループに

ついて学んでいます。 
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＊教育 

2024-2025 年度は、児童生徒 1 年生 20 人、2 年生

18 人、3 年生 19 人、4 年生 16 人、5 年生 12 人、6

年生 10 人(計 95 人)と 6 人の先生で開始しています。

学校は 8 時~13 時に授業があり、皆勉学に励んでいま

す。給食では、豆ご飯やジュースとスナック、ピーナ

ッツバター付カッサブ、パンなどを毎日提供していま

す。食器洗いや片付けも自分たちでしています。 

＊学校の様子

 

【ハイチコーヒー販売のご案内】 

イベント時にコーヒーの販売を始めました。（連絡先：090-1139-6924 岡智子） 

＊利益（約 300 円/袋）はボナビ村の子供たちのために使われます。 

原産地： ハイチ共和国（標高：1200₋1600m） 品種：アラビカ種 

内容量：150g(豆/粉) 価格：\１０００ 特徴：目覚の香り、ほのかな酸味、心地よい甘み、苦み少な目 

【本郷シスターからの Merry Christmas】 

暗闇に輝く光としてイエスが 

私たちの処に来てくださいました。 

神の子がこの世界に来てくださり、 

避難生活で脅かされている人、餓え、渇き、

迫害に身をさらしている人々に、 

神様の願いである平和と希望が実現します

よう祈りましょう。  本郷幸子 mic,  

Merry Christmas 2024 

 

【Ki jan ou ye ?（お元気ですか？）】 

 今回編集を担当しました、福島県在住の佐藤耕士で

す。読み易いレイアウトになるよう何度も試行錯誤の

工夫をしてみました。寒く

なってきました。皆様、健や

かにお過ごしください。 

いつも心のこもったご寄付をありがとうございます。

今後ともご支援お願いいたします。 

ゆうちょ銀行  

口座番号：00800-8-124996   

他行口座からは 

〇八九（ゼロハチキュウ）店 

当座 0124996 

(農業コラム 第七回) 

里芋掘りが忙しい。寒さが来るからだ。最

近 Podcast で面白い話を聴いた。里芋は青森

県では一人当たり2.3個しか食べられていな

いんだとか。全国平均は 6.7 個。福島県は 5.8

個！食べねば…。里芋は芋の中でも低カロリ

ー。皆さん里芋を食べましょう。 （佐藤耕士） 

ハイチの子供たちと筆者（2017）

年） 


